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南
海

ト
ラ
フ
地

震
に
お
け
る
プ
ッ
シ
ュ
型

支
援

の
ス
キ
ー
ム
①

南
海

ト
ラ
フ
地

震
に
お
け
る
プ
ッ
シ
ュ
型

支
援

の
ス
キ
ー
ム
①

○
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
被
災
地
方
公
共
団
体
及
び
家
庭
等
で
備
蓄
し
て
い
る
物
資
が
数
日
で
枯
渇

す
る
一
方
、
発
災

当
初
は
、
被
災
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
正
確
な
情
報
把
握
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
、
民
間
供
給
能
力
が
低
下
す
る

こ
と
等

か
ら
、
被
災
地
方
公
共
団
体
の
み
で
は
、
必
要
な
物
資
量
を
迅
速
に
調
達
す
る
こ
と
は
困
難

○
国
は
、
被
災
府
県
か
ら
の
具
体
的
な
要
請
を
待
た
な
い
で
、
必
要
不
可
欠
と
見
込
ま
れ
る
物
資
を
調
達
、
輸
送
手
段
・

体
制
を
確
保
し
、
プ
ッ
シ
ュ
型

支
援
で
被
災
府
県
に
緊
急
輸
送

（
で
き
る
限
り
早
期

に
プ
ル

型
（
要

請
対
応

型
）
へ

切
替
）

発
災

後
３
日

ま
で

（
備
蓄
に
て
対
応
）

発
災
後
４
～
７
日

（
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
に
て
対
応
）

・
食

料
（
７
，
２
０
０
万

食
）

・
毛

布
（
５
７
０
万

枚
）

・
育

児
用

調
製

粉
乳

（
２
３
ｔ）

・
大

人
/
乳

幼
児

お
む
つ

（
４
８
０
万

枚
）

被
災

都
県

か
ら
の

要
請

を
待

た
ず
、

具
体

計
画

に
基

づ
き
、
関

係
省

庁
が

支
援

を
準

備

・
物

資
の

調
達

準
備

、
輸

送
手

段
調

整
に

着
手

被
災

都
県

に
よ
る

受
入

体
制

の
確
保

・
広

域
物

資
輸

送
拠

点
の

開
設

緊
急

災
害

対
策
本

部
か

ら
物

資
関

係
省

庁
へ

必
要

量
の

調
達

を
要

請

輸
送

手
段

・
体
制

を
確

保
し
輸

送
を
実

施

・
緊

急
通

行
車

両
等

と
し

て
通

行
す

る
た

め
の

手
続

き
を

実
施

広
域

物
資

輸
送

拠
点

で
の

物
資

受
入

れ

◎
物

資
調

達
の

考
え
方

◎
プ
ッ
シ
ュ
型

支
援

の
流

れ

地
域

内
輸

送
拠

点
や

避
難

所
へ

輸
送

趣
旨
・
概
要

趣
旨
・
概
要

◆
広

域
物

資
輸

送
拠

点
７
４
ヶ
所

（
代

替
拠

点
１
０
２
ヶ
所

）
※
民
間
事
業
者
の
協
力
（
選
定
基
準
）

・
新
耐
震
基
準
を
満
た
す
こ
と

・
屋
根
が
あ
る
こ
と

・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
使

用
・
大

型
ト
ラ
ッ
ク
の

進
入

・
荷

役
作

業
の

ス
ペ
ー
ス

等

：
民

間
調

達
【
農

水
省

】
：

民
間

調
達

＋
地

方
公

共
団

体
備

蓄
の

融
通

【
経

済
産

業
省

・
消

防
庁

】
：

民
間

調
達

【
農

水
省

】

：
民

間
調

達
【
厚

労
省

】

（
飲

料
水
は

、
水

道
事
業

者
に
よ
る
応
急

給
水
に
よ
り
対

応
）

・
飲

料
水

（
４
６
万

㎥
）
(１
～

7
日
)
：

応
急

給
水

【
厚

労
省

】

・
被
害
状
況
に
よ
り
、
運
送
事

業
者
、
緊
急
輸
送
関
係
省
庁
等
が

連
携
し
、
被
災
地
内
(孤

立
地
域

含
む
。
)の

輸
送

力
を
確

保

・
簡

易
/
携

帯
ト
イ
レ

（
５
，
４
０
０
万

回
分

）
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
（
３
６
０
万

巻
）

・
生

理
用

品
（
５
０
０
万

枚
）

：
民

間
調

達
＋

地
方

公
共

団
体

備
蓄

の
融

通
【
経

産
省

・
消

防
庁

】
：

民
間

調
達

【
経

産
省

】

：
民

間
調

達
【
厚

労
省

】

被
災
府
県
主
体
に
よ
る

調
達

７
日
～

（
プ
ル

型
支

援
に
て
対

応
）

品
目

毎
の

調
達

先
と
物

資
関

係
省

庁
（
プ
ッ
シ
ュ
型

支
援

）

（
出

典
：
南

海
ト
ラ
フ
地

震
に
お
け
る
具

体
的

な
応

急
対

策
活

動
に
関

す
る
計

画
）
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南
海

ト
ラ
フ
地

震
に
お
け
る
プ
ッ
シ
ュ
型

支
援

の
ス
キ
ー
ム
②

南
海

ト
ラ
フ
地

震
に
お
け
る
プ
ッ
シ
ュ
型

支
援

の
ス
キ
ー
ム
②

〇
国
は
、
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
等
を
総
合
調
整
、
都
道
府
県
が
開
設
す
る
広
域
物
資
輸
送
拠
点
へ
物
資
を
輸
送

〇
都
道
府
県
は
、
国
等
か
ら
の
物
資
等
を
受
入
れ
る
た
め
の
広
域
物
資
輸
送
拠
点
を
確
保
・
開
設
、
備
蓄
又
は
自
ら

調
達
し
た
物
資
、
国
等
に
よ
っ
て
調
達
・
引
き
渡
さ
れ
た
物
資
を
、
自
ら
又
は
被
災
市
町
村
を
通
じ
て
避
難
者
に
供
給

〇
市
町
村
は
、
都
道
府
県
等
か
ら
物
資
等
を
受
入
れ
る
た
め
の
地
域
内
輸
送
拠
点
を
確
保
・
開
設
、
備
蓄
又
は
自
ら

調
達
し
た
物
資
、
国
等
に
よ
っ
て
調
達
・
引
き
渡
さ
れ
た
物
資
を
、
自
ら
避
難
者
に
供
給

国
・
地

方
自
治
体
の
物
資
支
援
に
係
る
主
な
役
割

国
・
地

方
自
治
体
の
物
資
支
援
に
係
る
主
な
役
割

広
域

物
資

輸
送

拠
点

Ａ
市

地
域

内
輸

送
拠

点
避
難
所

市
町

村
管

理
都
道
府
県
管
理

輸
送

都
道

府
県

配
送

管
理

Ｂ
町

地
域
内
輸
送
拠
点

Ｃ
村

地
域

内
輸

送
拠

点

避
難
所

避
難
所

避
難
所

避
難
所

避
難
所

市 町 村 配 送 管 理

国
（
物

資
支

援
）

輸
送

国
配
送
管
理

◎
輸

送
拠

点
・
配

送
管

理
者

（
出

典
：
大

規
模

地
震

・
津

波
災

害
応

急
対

策
対

処
方

針
（
抜

粋
）
）
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○
４
月
１
６
日
の
本
震
後
、
非
対
本
部
事
務
局
に
物
資
調
達
・
輸
送
班
を
設
置
（
８
号
館
）

熊
本
県
か
ら
の
要
望
を
待
た
な
い
“
プ
ッ
シ
ュ
型
”
に
よ
る
も
の
を
含
め
約
２
７
８
万
食
を
調
達
・
供
給

＜
物
資
調
達
・輸

送
班
＞

設
置
場
所
：
中
央
合
同
庁
舎
８
号
館
３
階

班
体

制
：
内
閣
府
、
防
衛
省
、
厚
生
労
働
省
、
国
土
交
通
省
、
経
済
産
業

省
、
農
林
水
産
省
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、
消
防
庁
、

ヤ
マ
ト
運
輸
、
日
本
通
運
（
最
大
約
４
０
名
が
８
号
館
に
常
駐
）

平
成

2
8
年

熊
本

地
震

に
お
け
る
プ
ッ
シ
ュ
型

支
援

物
資

の
状

況
平

成
2
8
年

熊
本

地
震

に
お
け
る
プ
ッ
シ
ュ
型

支
援

物
資

の
状

況

参
考
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4/
16
（
本
震
）

◯
国
⼟
交
通
省
が
受
け
⼊
れ
可
能
な
⺠
間
物
資
拠
点
を
提
⽰

•
熊
本
県
10
箇
所
、佐

賀
県
3箇

所
、福

岡
県
15
箇
所
、

⼤
分
県
6箇

所

◯
施
設
規
模
、⽴

地
等
を
考
慮
の
上
、現

地
対
策
本
部
に
て

①
⽇
本
通
運
㈱
⿃
栖
流
通
セ
ン
ター
を
選
定

4/
17

◯
⿃
栖
の
容
量
超
過
に
備
え
、⽇

本
通
運
㈱
が
②
箱
崎
物
流
セ
ン
ター
・③
東
部
物
流
セ
ン
ター
、ヤ
マ
ト運

輸
㈱
が
④
ロジ
クロ
ス

福
岡
久
⼭
を
設
置

◯
福
岡
市
の
提
案
を
受
け
、⑤

福
岡
市
中
央
卸
売
市
場
⻘
果
市
場
跡
地
を
追
加
設
置

②
箱
崎
物
流
セ
ン
ター

(⿃
栖
の
補
完
)

５

③
東
部
物
流
セ
ン
ター

(⿃
栖
の
補
完
)

④
ロジ
クロ
ス
福
岡
久
⼭

（
⾷
料
以
外
）

①
⿃
栖
流
通
セ
ン
ター

（
⾷
料
）

４

１

：
熊
本
県
庁

２
３

◯
熊
本
県
の
広
域
物
資
輸
送
拠
点
（
グ
ラン
メッ
セ
熊
本
）
が
被
災
した
た
め
、他

の
物
資

輸
送
拠
点
の
選
定
を
開
始

⑤
福
岡
市
中
央
卸
売
市
場

⻘
果
市
場
跡
地
（
飲
料
⽔
）

支
援

物
資

拠
点

の
選

定
過

程
支

援
物

資
拠

点
の

選
定

過
程
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・
食
糧
、
食
糧
以
外
と
も
に
民
間
事
業

者
に
運

営
委

託
。

（
民

間
事

業
者

で
輸

送
困

難
な
地

域
の

み
自

衛
隊

で
対

応
）

プ
ッ
シ
ュ
型

支
援

物
資

の
調

達
ス
キ
ー
ム
（
H
2
8
.4
.2
0
時

点
）

プ
ッ
シ
ュ
型

支
援

物
資

の
調

達
ス
キ
ー
ム
（
H
2
8
.4
.2
0
時

点
）
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食
料

約
２
７
８
万

食
肌

着
・
下

着
・
ソ
ッ
ク
ス

約
２
０
万

枚

（
内

訳
）

マ
ス
ク

約
２
２
０
万

枚

パ
ン
・
お
に
ぎ
り
・
パ

ッ
ク
ご
飯

約
１
２
５
万

食
ハ

ン
ド
ソ
ー
プ

約
１
３
万

個

カ
ッ
プ
麺

約
６
０
万

食
手

指
消

毒
液

約
３
万

本

レ
ト
ル

ト
食

品
約

３
３
万

食
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

約
１
８
万

個

ベ
ビ
ー
フ
ー
ド

約
１
万
食

ボ
デ
ィ
ー
シ
ー
ト

約
６
万
個

介
護
食
品

約
１
万
食

化
粧
水
シ
ー
ト

約
２
万
個

缶
詰

約
３
６
万

食
ガ
ス
コ
ン
ロ

約
０
．
２
万

台

栄
養

補
助

食
品

約
１
３
万

食
ガ
ス
ボ
ン
ベ

約
０
．
４
万

本

ビ
ス
ケ
ッ
ト

約
９
万

食
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
（
ブ
ル

ー
シ
ー
ト
）

約
４
万

枚

そ
の
他
食
料

土
嚢
袋

約
１
７
万
枚

米
約

１
２
５
ト
ン

簡
易

ト
イ
レ
（
便

袋
等

を
含

む
）

約
２
０
万

個

水
約

２
４
万

本
仮

設
ト
イ
レ

約
０
．
１
万

基

清
涼
飲
料
水

（
う
ち
野

菜
ジ
ュ
ー
ス

約
２
１
万

本
約

３
万

本
）

ト
イ
レ
用

ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
（
和

→
洋
）

約
０
．
１
万

個

粉
ミ
ル
ク

（
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

含
む
）

約
２
ト
ン

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

約
７
万
ロ
ー
ル

等

プ
ッ
シ
ュ
型

支
援

を
含

む
国

か
ら
の

支
援

物
資

一
覧

（
主

要
品

目
）

プ
ッ
シ
ュ
型

支
援

を
含

む
国

か
ら
の

支
援

物
資

一
覧

（
主

要
品

目
）
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● 都道府県の「広域調整機能」について

①現在、関係省庁と以下の点について調整中である。

②都道府県による「広域調整機能」については、発災時に迅速かつ円滑な
救助が実施されるよう、他法の例等を参考に、災害救助法（昭和 22 年
法律第 118号）に新たな規定を設けることを検討している。

③ また、併せて、域内の指定都市が災害救助法の新たな救助主体になった
場合の災害救助基金の最低積立額の特例についても検討している。

＜災害救助法改正法案のイメージ＞ 
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● 大規模災害時における都道府県知事の「指示権」について 

① 災害対応の一般法たる災害対策基本法（昭和36年法律第223号）
においては、災害救助法の適用に関わらず、都道府県知事に対し、救助
を含めた災害応急に関する市町村長への「指示権」が設けられている（同
法第 72条第１項）。 

 
●災害対策基本法（昭和 36年法律第 223号）（抄） 
（都道府県知事の指示等） 
第七十二条 都道府県知事は、当該都道府県の区域内の市町村の実
施する応急措置が的確かつ円滑に行なわれるようにするため特に必要
があると認めるときは、市町村長に対し、応急措置の実施について必要
な指示をし、又は他の市町村長を応援すべきことを指示することができ
る。 

２・３ （略） 
 
 
② この他、災害対応における都道府県知事の権限を規定したものに、 
・災害対策基本法第 86 条の 14（被災者の運送）や第 86 条の 18
（災害応急対策必要物資の運送）に基づく指示 
・自衛隊法第 83条（災害派遣）に基づく要請 
等があるが、今回の改正では、これらの都道府県知事の「指示権」を変更
するものではない。 
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 参照条文  

○災害対策基本法（昭和 36年法律第 223号）（抄） 
第八十六条の十四 都道府県知事は、被災者の保護の実施のため緊

急の必要があると認めるときは、運送事業者である指定公共機関
又は指定地方公共機関に対し、運送すべき人並びに運送すべき場
所及び期日を示して、被災者の運送を要請することができる。 

２ 指定公共機関又は指定地方公共機関が正当な理由がないのに
前項の規定による要請に応じないときは、都道府県知事は、被災
者の保護の実施のため特に必要があると認めるときに限り、当該
指定公共機関又は指定地方公共機関に対し、被災者の運送を行う
べきことを指示することができる。この場合においては、同項の
事項を書面で示さなければならない。 

 
（災害応急対策必要物資の運送） 

第八十六条の十八 指定行政機関の長若しくは指定地方行政機関
の長又は都道府県知事は、災害応急対策の実施のため緊急の必要
があると認めるときは、指定行政機関の長及び指定地方行政機関
の長にあつては運送事業者である指定公共機関に対し、都道府県
知事にあつては運送事業者である指定公共機関又は指定地方公
共機関に対し、運送すべき物資又は資材並びに運送すべき場所及
び期日を示して、当該災害応急対策の実施に必要な物資又は資材
（次項において「災害応急対策必要物資」という。）の運送を要
請することができる。 

２ 指定公共機関又は指定地方公共機関が正当な理由がないのに
前項の規定による要請に応じないときは、指定行政機関の長若し
くは指定地方行政機関の長又は都道府県知事は、災害応急対策の
実施のため特に必要があると認めるときに限り、当該指定公共機
関又は指定地方公共機関に対し、災害応急対策必要物資の運送を
行うべきことを指示することができる。この場合においては、同
項の事項を書面で示さなければならない。 

 
○自衛隊法（昭和 29年法律第 165号）（抄） 
（災害派遣） 

第八十三条 都道府県知事その他政令で定める者は、天災地変その
他の災害に際して、人命又は財産の保護のため必要があると認め
る場合には、部隊等の派遣を防衛大臣又はその指定する者に要請
することができる。 

２～５ （略） 
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・ 災害救助法を改正し、都道府県と連携できる指定都市を新しい救助主体と
した場合に、資源の先取りが発生するのか？

 第１回の「大規模・広域災害時の災害救助事務の連携強化に関する場」に
おいて出された意見

（都道府県） 
・ 1 県 2 制度とならないように救助内容の調整が必要。災害発生時に災害
対策本部の場などを活用した調整の仕組みが必要。

（指定都市） 
・ 広域調整機能が都道府県にあり、それは権限移譲されても毀損されない。
（一般市町村）
・ 指定都市を新しい救助主体にすれば、他の市町村に対する県の救助内容
が充実する。

・ 指定都市の先取りを防止するため、総合調整を担当する県がイニシアチブを
もち、地域防災計画などに資源配分の見える化を図るべき。

（業界団体） 
・ 都道府県と指定都市の救助内容は統一すべき。また、提出書類等につい
ても、自治体間で統一すべき。都道府県がまとめて調整窓口になるべき。

 災害救助法が改正されても、都道府県が広域調整機能を持ち、資源配分を
引き続き担当する。

 そのため、都道府県が、指定都市、関係業界団体などと連携し、資源配分を
行う。

 そうした都道府県による物資配分の枠組みの中で、新たに災害救助法の救助
主体になった指定都市は救助事務を担当する。

 実際に大規模災害が発生した場合、想定外の事態は起こりうることから、都道
府県の災害対策本部などで、実情に合わせて、適宜、事前の取決めなどを修
正して対応することが必要である。

＜第１回の協議の場の意見を踏まえた考え方＞ 
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